
 

～白山の自然を守り、活かす～

1962年　白山国立公園指定

1980年　白山がユネスコエコパークに登録される

2014年　白山ユネスコエコパーク協議会設立

2016年3月19日　第４回生物圏保存地域世界大会
（リマ）において、拡張登録が決定する

今後の目標
次世代へ白山の自然・人の営みを継承 
○自然環境と伝統文化の保全 ○地域の活性化

自然を敬い、守り、活かしていく世界的なモ
デルとして白山を世界に向けて発信していく
ことを目指します。 

白山ユネスコエコパークの８つの特徴

白山ユネスコエコパーク協議会のあゆみ

白山ユネスコエコパーク情報
 

 

各構成自治体・委員 問い合わせ先

白山ユネスコエコパークとＥＳＤ（ユネスコスクール）
ＥＳＤ＝持続可能な開発のための教育 

（Education for Sustainable Development） 

勝山市平泉寺小学校におけるユネスコスクール
の取り組み（池ケ原湿原のヨシ刈り）

　ユネスコスクールは、ユネスコ憲章に示されたユ
ネスコの理念を実現するため、平和や国際的な連携
を実践する学校です。文部科学省及び日本ユネスコ
国内委員会では、ユネスコスクールをESDの推進拠
点として位置付けています。現在、世界182か国の
国・地域で10,000校以上のユネスコスクールがあ
ります。日本国内の加盟校数は、「国連持続可能な
開発のための教育の10年（DESD）」が始まった
2005年から飛躍的に増加しており、2016年10月時
点でユネスコ本部へ加盟申請中の学校を含め1044
校となり、1か国当たりの加盟校数としては、世界
最大となっています。（文部科学省）ユネスコエコ
パークはＥＳＤの学習の場として有用であり、白山
ユネスコエコパークでも様々な取り組みが行われて
います。

白山ユネスコエコパーク公式ＷＥＢページ
http://hakusan-br.jp

○富山県
 〒930-8501　富山県富山市新総曲輪1-7
 TEL : 076-431-4111
 http://www.pref.toyama.jp/

○福井県
 〒910-8580　福井県福井市大手3-17-1
 TEL : 0776-21-1111
 http://www.pref.fukui.jp/

○南砺市　 
 〒939-1892　富山県南砺市城端1046　
 TEL : 0763-23-2016
 http://www.city.nanto.toyama.jp/

○勝山市
 〒911-8501　福井県勝山市元町1丁目1-1　
 TEL : 0779-88-1111
 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/

○高山市　
 〒506-8555　岐阜県高山市花岡町2-18
 TEL : 0577-32-3333
 http://www.city.takayama.lg.jp/

○白川村　
 〒501-5692　岐阜県大野郡白川村鳩谷517
 TEL : 05769-6-1311
 http://www.shirakawa-go.org/

○石川県
 〒920-8580　石川県金沢市鞍月1-1　
 TEL : 076-225-1111
 http://www.pref.ishikawa.lg.jp/

○岐阜県
 〒500-8570　岐阜県岐阜市薮田南2-1-1
 TEL : 058-272-1111
 http://www.pref.gifu.lg.jp/

○白山市
 〒924-8688　石川県白山市倉光2-1
 TEL : 076-274-9564
 http://www.city.hakusan.ishikawa.jp/

○大野市
 〒912-8666　福井県大野市天神町1-1　
 TEL : 0779-66-1111
 https://www.city.ono.fukui.jp/

○郡上市
 〒501-4297　岐阜県郡上市八幡町島谷228　
 TEL : 0575-67-1121
 http://www.city.gujo.gifu.jp/

○特定非営利活動法人環白山保護利用管理協会
 〒920-2121　石川県白山市鶴来本町4-5-3　
 TEL : 076-273-2822
 http://www.kan-hakusan.jp/

発行者　白山ユネスコエコパーク協議会事務局　〒924-8688　石川県白山市倉光二丁目１番地
TEL：076-274-9564　FAX：076-274-9546　E-mail：ecopark@city.hakusan.lg.jp

１　高山であること 
標高2,702mの白山は、
高山帯を有する日本の山
岳の中で最も西に位置し
ている。その山塊は、日
本列島の日本海側と太平
洋側を隔てる脊梁山脈の
一角を成す一方で、孤立
峰ともなっている。

２　世界有数の豪雪地帯で
　　あること 
白山は、冬季に日本海の水分
を大量に含んだ北西の季節
風を受け止め、山頂から山麓
にかけて大量の雪を降らせ
る。日本だけでなく世界でも
最も低緯度にある豪雪地の
ひとつであり、その雪の殆ど
は春から夏にかけて解け出
していく。 

３　高山植物の宝庫である
　　こと 
白山は、日本の高山帯の西端
に当たるため、白山を日本国
内の分布の西限又は南限と
する高山植物が多い。また、
山頂部では積雪の多寡や地
形の形成に応じた多様な高
山植物群落を見ることがで
き、標準和名に「ハクサン」
を冠する高山植物も多い。

４　多様な動植物を育む
　　広大なブナ林があること 
白山の山麓には広大なブ
ナ林が広がり、ツキノワグ
マ、ニホンカモシカなどの
大型哺乳類や、イヌワシな
どの大型猛禽類が高い密
度で生息している。 

５　山村に適応した生活や
　　文化を育んできたこと 
白山の山麓では、豪雪によっ
て生活や交通に大きな制約を
受ける一方、製炭・狩猟・焼
畑・養蚕などかつての生業（経
済活動）をはじめ、世界文化遺
産「白川郷・五箇山の合掌造り
集落」や白山市白峰重要伝統
的建造物群保存地区などにみ
られるように、山の恵みを活
かし、それに適応した持続可
能な生活が営まれてきた。

６　４つの水系の源である
　　こと 
白山に降り積もった雪は春
から夏にかけて解け出し、
庄川、手取川、九頭竜川、
長良川の４水系に豊富な水
を供給している。白山は、
農業用水や発電用水、飲料
水などを通じて多くの流域
住民の生活を支える、水の
源となっている。

７　人々の信仰を集めてきた
　　山であること 
白山は古くより多くの人々の
信仰を集め、加賀・美濃・越
前から開かれた登拝の道（禅
定道）は多くの登拝者を迎え
入れてきた。また、全国には
2,700社以上とされる白山神
社が建てられている。 

８　白山の恵みを活かし、
　　大切に守ってきた
　　人々がいること 
地域住民は白山の恵みを
活かして生計を立て、その
恵みに感謝する暮らしを
営んできた。白山への感謝
と畏敬の念は結果として、
白山の自然を守ることに
つながったものと考えら
れる。

2016年5月10日 白山ユネスコエコパーク拡張登録記念シンポジウム（撮影：国連大学）

冬の白山：西山（白峰エリア）より撮影 

2017年5月発行



 

 

 
 

 

３つの機能と３つの地域（ゾーニング）

ユネスコエコパークとは

白山ユネスコエコパークの登録

 

白山ユネスコエコパークを構成する10のエリア

（C）UNU-IAS OUIK

核心地域

緩衝地域

移行地域

自然と人の調和と共生
　ユネスコエコパーク（正式名：生物圏保存地域）
は、1976年にユネスコが開始しました。
　ユネスコの自然科学セクターで実施されるユネス
コ人間と生物圏計画における一事業として実施され
ています。
　世界遺産が手つかずの自然を守る事を原則とする
一方、ユネスコエコパークは、生態系の保全と持続
可能な利活用の調和（自然と人間社会の共存）を目
的とする取り組みです。
　登録総数は、120カ国、669地域。＊2016年３月
現在。

保存機能（生物多様性の保全）
人間の干渉を含む生物地理学的区域を代表する生態系を含み、生物多
様性の保全上、重要な地域であること。

経済と社会の発展
自然環境の保全と調和した持続可能な発展の国内外のモデルとなりう
る取り組みが行われていること。

学術的研究支援
持続可能な発展のための調査や研究、教育・研修を提供していること。

核心地域
法律やそれに基づく

制度等によって厳格に保護
長期的に保存

緩衝地域
核心地域のバッファー

教育　研修
エコツーリズム

移行地域
居住区

地域社会や経済発展が
図られる地域

　白山は1980年にユネスコエコパークに登録されましたが、当時は「経済と社会の発展機能」の
考え方が弱く、「移行地域」もまだ義務ではなかったため、白山では設定されませんでした。しか
し、近年は持続可能な発展の重要性が叫ばれるようになり、３つのゾーンをすべて設定することが
義務となっています。
　白山ユネスコエコパークでは、エリアに含まれる富山県南砺市、石川県白山市、福井県大野市・
勝山市、岐阜県高山市・郡上市・白川村の４県７市村が連携し、「移行地域」を新たに設定する拡
張登録の申請に取り組んできました。2014年に国内手続きに着手し、2015年９月にユネスコに申
請書を提出、そして2016年3月に拡張登録が承認されました。

尾口・中宮エリア（写真：尾口のでくまわし）
　尾口・中宮エリアは、主に手取川支流の尾添川沿いに
位置し、白山市と白川村を結ぶ豊かな自然のなかを通り
抜ける白山白川郷ホワイトロードと、白峰エリアを通り
白山に至る街道との分岐点がある場所です。ここは、山
間地の険しい谷合地形で、その中に開けた台地が中宮・
尾添集落です。中宮は、険しい山岳修験を行う修験者の
拠点となっていました。

五箇山エリア（写真：相倉合掌造り集落）
　五箇山エリアは白山の北東側に位置し、古くから白
山を信仰対象とする修行の場として開かれ、中世には
浄土真宗が広く浸透しました。伝統的な合掌造りの家
とその歴史を秘めた山里の文化が、今も受け継がれて
おり、1995年には『相倉』と『菅沼』の合掌造り集
落が白川郷とともにユネスコの世界文化遺産に登録さ
れています。

白川郷エリア（写真：白川郷合掌造り集落）
　白川郷エリアは、霊峰白山の東側に位置する急峻な
山々に囲まれた農山村集落で、村全体が白山ユネスコ
エコパークに登録されています。面積の95%を森林が
占め、庄川沿いの平地に集落があり、冬には積雪が
2ｍに達する豪雪地帯です。白山の北側を縦断する山
岳有料道路「白山白川郷ホワイトロード」では、白山
の雄大な大自然を堪能することができます。

荘川エリア（写真：荘川桜）
　荘川エリアは、白山の南東側に位置し、全域が白山
ユネスコエコパークのエリアとなっています。荘川
は、清流庄川の源流をなす標高800ｍから1200ｍの
高原で、高冷地野菜やソバの栽培が行われ、荘川民謡
や村芝居、ひねり踊りなどの伝統文化が継承され、豊
かな自然の恵みを活かした清流での魚釣り、自然体験
ができます。

高鷲エリア（写真：大日ヶ岳とひるがの高原）
　高鷲エリアには、ひるがの高原に高層湿原植物群落
が広がり、また、高原特有の冷涼な気候を活用して、
夏は避暑地、冬はウインタースポーツのメッカとして
多くの人が訪れます。そのほか高冷地野菜の栽培、酪
農による乳製品の生産が盛んです。このエリアの農業
などの産業の発展は、先人たちが厳しい自然環境に耐
えながら、農地を開拓した努力の成果です。

白鳥エリア（写真：白鳥拝殿踊り）
　白鳥エリアは、白山の南方に位置し、山々や長良川、
石徹白川などの清流に恵まれた自然豊かな里で、中でも
中世以降山岳信仰で栄えた長滝・石徹白地区は、白山信
仰と文化に関わる多くの文化財や伝統芸能が伝えられて
います。気候は冬に多くの雪が降り、夏も冷涼な気候で
あることから、この自然環境を活かしたトウモロコシ等
の栽培や、ウインタースポーツが盛んです。

白峰エリア（写真：白峰雪だるままつり）
　白峰エリアは、白山の西麓に位置し、平年の積雪が
２mを超える周囲を山々に囲まれた豪雪地帯で、雪とと
もに生きる独特の生活様式を生み出してきました。山間
地の狭い河岸段丘面上に密集して形成された集落は、
2012年に、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定され
ています。また、集落一帯に雪だるまが並ぶイベントが
毎年行われています。

勝山エリア（写真：平泉寺白山神社）
　勝山エリアは、白山の南西に位置し、白山
を取り巻く低山の自然と白山信仰の歴史、自
然と調和した豪雪地帯の文化・産業を見るこ
とができます。泰澄大師が白山を開山する際
の登拝口として開かれた平泉寺、豪雪を利用
したウインタースポーツ、太古の生態系が刻
まれた地層と恐竜をはじめとする化石群は、
訪れる多くの人々を魅了しています。

大野エリア（写真：仏御前の滝）
　大野エリアは福井県の東部に位置し、日本百名
山の一つである荒島岳など白山の支脈の山々に囲
まれた、歴史、文化、伝統が息づく県の東の玄関
口として発展してきました。エリア内の阪谷地
区、五箇地区の集落などには、六呂師高原や刈込
池といった観光名所が点在し、四季折々の自然を
満喫できます。

和泉エリア（写真：九頭竜湖）
　和泉エリアは、大野市の東部に位置し、東は岐
阜県に隣接、四囲山岳を形成し、中央を九頭竜川
が東西に貫通しています。九頭竜川の北部が白山
ユネスコエコパークに登録されています。福井県
と岐阜県を繋ぐ豊かな自然が魅力のエリアで、
キャンプやスキーが楽しめます。


